











う量的な国の効果と (Atkinson& Shiffrin， 1971; Rundus， 1971; Woodv日 rd，β&Jonge 
ward，19/:3)，どのようなリハーサノレを行なうかといったリノい匂サjレの方略に関する質的な効果
&L心ckharr砂 1972;Craik & Watkins， 1973; ， 1973)の2つの効果が考えられる。このよ






主張。ん:各系列位置の再生主れる順序が重要な もっとするoutput interference の仮説(以
後 o 仮説と略す)などが健唱されている (Bjork& Whi tten， 1974; Dalezman， 1976 ; 




VVhl 抗日η ，Roedi ger & Scbmidt ， Whi tten (1978) 等は従来より短
しないとされる事態におい切て， リハーサノレを統ーした場合でも系列位置効果の生ずること
任示したc しかし乙の結呆は OPI仮説を支持するものとして提出されたが一-Bj肝 k& Whitt印
再生j眠中こ高い相閣を見い出した一一， Glen ， Bradley， St日venson，Kra us， 




はりノ、…汁)~によって何らかの結びつきが形成される必要があるという指摘や (Ambler& Maples， 
1977) ， リ". ，-可サノレiIJj数の多い項目(学当量の多い項目) く再生されやすいといった結果な
どがある g，Allen&J己nes，1965; Tul vi ng & Hastie， 1972).つまり， これは系列位
震効果を明らかにする仁で，その現象が符号化又は検索段階でどこまで決定されるかを明確にする
があるだけではなく，相互nの関り方についての研究がなされなければならない ζ とを意味している。そ
16 坪 井 敏 やも
ζで本fJH究 /j"略の指標として各系列位置の舟生}I民序を用い 9 リハーサノレと再生順序の関係から
と検索段階の闘係をりiらかにすることがひとつの目的である。さらにおける
Craik&Watkll.1S ，]acoby&Bartz (1972)， Watkins (1974)などは， リハーサノレ庁略が
系列位置によって異なることを示唆しており，特に初頭頃目における精激化作laborative) リハー








者に与えられた G その聞に直前に提示された 3一項目を一度だけ声に出して再生しなければならなかった。
この時3長目の内生順序は被験者の自由に任された。この再生をFFR(First Free Recall )と以
後は略ヲ。リスト提示終工後9 直後自由再生法により保持テストが被験者に課された。以上の子続きに

































ブロック什系列位置 1，2，3と呼ぶ Q 例えば系列aまれる 3J京凶をそのプロック内での提不)1民序κ従い，
;r完位霞の日各:百はp 第2ブロックのブロッタ内系列位置2というととになる。 なお，誤答， M返応p
次のブロックのi)I¥示が始まった場合はその時点でそのFF艮会、な内生などにより FFRが_iAS1Iされず?
全てのひとつのリスト内で幾つかのFFRが失敗しても p;~打ち切るように教示がなされた。しかし，
子続(;(J話?了された c このようにして第5ブロックの FFRが終fすると直後自由再生が課された。これ











1 2 3 45 
Block Position 
tri als， total ln FFR Error of Fig，l 




=4. (x2 = 27.58， り，特(C第 lプロックでは提示)1貝序でリハ サルされやすい傾向カs~忍められる


































































go 2でロァクlとみられる第 1ブロックと{tnのFlg幽 1ひとつの問頑として5も
リハサ/レつまり，'iζよるものではなし功〉という疑問であるのFFRに現れたリハ






































Rehe礼rsal strategy， Rec品1 order of three i t日ms i FFR for total 
trl al s昭 123is thεpresented order and 321 the inverse ordeす
り presentat!On.
4 2 3 
Block Position 
F igc 2 
lこコいて見たもの巴各系列位置の再生率Fi 答申 3 t~t 
タイノレ順位である。パーセンタイル順位はp 各A答試行において再生された{'ー 寸ー主


















ブロック間系列位置の効果(1， 2， 3) xプロッロッタのパーセンタイノレ順位について，第 1，2，3官〉、jL右
プロッタ間系列位置におい内系列位置の効果(1， 2，3)の.3x 3の分散分析を行なった。その結呆，の3
法による対比較検定の結P<.05). = 2 /245， でその効果が認められた (Fニ 4.03，
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for correct SFR M日anPerc enti le Rank i n 
seri al posi ti on 0 
5 
Recall Probability 札口d










最後に， ;f;研究では無関係連語を使用して， ワハーサノレの効果を見たが9 幾つかのカテゴリーに含ま
れる項目から成るリストではリハーサノレの効巣は本研究とはかなり異なったものになると推測される勿
それに加え仁川ng-term serial position effect と呼ばれている短期記憶の介入しない系列位
置効果など (Glenberg，et al， 1980; Roediger， 1974; Ro記diger& Schmi d t ， 1980) との
関連lとついてさらに検討する必要があろう。
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